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報
告

三

明
代
に
お
け
る
『
論
語
』
学
而
篇
「
孝
弟
也
者
、
其
爲
仁
之
本
與
」
章
解
釈

―
―
陽
明
学
者
を
中
心
と
し
て
―
―

原

信
太
郎

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ

序
言

本
稿
は
「
「
孝
」
の
物
語
～
中
国
近
世
・
日
本
近
世
の
事
例
」
（
３
）
と
し

て
、
明
代
の
陽
明
学
系
を
中
心
と
す
る
士
人
の
「
孝
」
観
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て

る
も
の
で
あ
る
。
「
孝
」
は
贅
言
す
る
ま
で
も
な
く
子
の
父
母
に
対
す
る
道
徳

で
あ
る
が
、
北
宋
の
程
頤
や
南
宋
の
朱
熹
に
な
る
と
、
「
体
」
「
性
」
に
対
し

て
、
「
用
」
「
情
」
の
領
域
に
属
す
る
も
の
と
規
定
さ
れ
、
朱
子
学
の
「
官
学
」

（
一
）

化
と
と
も
に
標
準
的
な
見
解
と
な
る
。
明
代
中
期
に
入
る
と
、
社
会
経
済
的
な

変
動
を
背
景
に
、
朱
子
学
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
き
た
枠
組
み
に
対
す
る
反
発

が
高
ま
り
、
「
情
」
や
「
欲
」
の
地
位
が
上
昇
し
、
学
問
の
起
点
と
さ
れ
る
ケ

ー
ス
も
出
て
き
た
。
か
か
る
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
動
の
な
か
に
あ
っ
て
、
従

来
「
情
」
の
範
疇
に
整
理
さ
れ
て
き
た
「
孝
」
の
立
ち
位
置
に
も
、
何
ら
か
の

変
化
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
か
か
る
見
通
し
の
も
と
、
本
稿
で
は
青
木
氏
【
報

告
二
】
に
引
き
続
き
、
明
か
ら
清
初
に
及
ぶ
『
論
語
』
学
而
篇
第
二
章
「
孝
弟

也
者
、
其
爲
人
本
與
」
解
釈
の
変
遷
を
陽
明
学
系
の
諸
人
士
を
中
心
に
定
点
観

測
し
、
「
孝
」
概
念
の
変
動
を
追
跡
し
た
い
。

経
文
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
以
下
、
『
論
語
』
当
該
章
と
称
す
る
）
。

有
子
曰
、
其
爲
人
也
孝
弟
、
而
好
犯
上
者
、
鮮
矣
。
不
好
犯
上
、
而
好
作

亂
者
、
未
之
有
也
。
君
子
務
本
。
本
立
而
道
生
。
孝
弟
也
者
、
其
爲
仁
之

本
與
。一

、
古
注
、
及
び
朱
子
学
に
よ
る
解
釈

さ
て
、
本
題
に
入
る
に
先
立
ち
、
明
代
の
諸
家
に
と
っ
て
所
与
の
出
発
点
で

あ
っ
た
古
注
と
朱
熹
（
及
び
「
朱
子
学
」
）
の
解
釈
を
見
る
。

『
論
語
注
疏
』
（
何
晏
等
注
、
邢
昺
疏
）
は
経
文
「
君
子
務
本
。
本
立
而
道

（
二
）

生
」
に
「
本
は
、
基
な
り
。
基
立
ち
て

而
る
後
に
大
成
す
べ
し
」
と
注
し
、

も
と
い

つ
づ
く
「
孝
弟
也
者
、
其
爲
仁
之
本
與
」
に
「
先
ず
能
く
父
兄
に
事
へ
て
、
然

る
後
に
仁
道

大
成
す
べ
し
」
と
注
す
る
。
こ
れ
を
承
け
て
、
疏
は
「
正
義
に

曰
く
、
此
の
章
は
孝
弟
の
行
ひ
を
言
ふ
な
り
。
…
是
の
故
に
君
子
は
務
め
て
孝

弟
を
脩
め
、
以
て
道
の
基
本
と
爲
す
。
基
本

既
に
立
ち
て
、
而
る
後
に
道
德
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生
ず
。
人

未
だ
其
の
本
の
何
の
謂
ひ
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
を
恐
る
、
故
に
又

た
言
ふ
、
孝
弟
也
者
、
其
爲
仁
之
本
歟
、
と
」
と
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
よ
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
、
後
世
、
経
文
最
後
の
句
を
「
仁
の
本
爲
る
か
」
と
「
仁
を
爲

た

お
こ
な

ふ
の
本
か
」
の
ど
ち
ら
で
訓
む
か
が
『
論
語
』
解
釈
史
上
の
問
題
と
し
て
浮
上

す
る
が
、
如
上
の
資
料
を
見
る
限
り
、
古
注
の
段
階
で
は
か
か
る
問
題
に
関
心

が
払
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
ど
ち
ら
で
訓
ん
だ
と
し
て
も
、
孝
弟
が
仁
の
「
基

本
」
で
あ
る
と
い
う
図
式
そ
の
も
の
は
変
わ
ら
ず
、
結
局
、
さ
ほ
ど
意
味
上
の

相
違
が
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
独
自
の
図
式
を
持
ち
込
み
、
新
た
な
説
を
立
て
た
の
が
程
頤
で
あ
り
、

そ
の
継
承
者
た
る
朱
熹
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
朱
熹
は
程
頤
の
説
に
基
づ
き
、

「
孝
弟
な
る
者
は
仁
を
爲
ふ
の
本
か
」
と
訓
む
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
の
際
、

（
三
）

青
木
氏
【
報
告
二
】
が
松
川
健
二
氏
を
踏
ま
え
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、
朱
熹
は

程
頤
に
従
っ
て
仁
を
二
つ
に
分
け
て
解
釈
す
る
。
そ
れ
は
「
仁
を
爲
ふ
」
と
い

（
四
）

う
実
践
の
領
域
に
あ
る
仁
（
為
仁
の
仁
）
と
、
そ
の
根
源
に
あ
る
本
性
や
理
と

し
て
の
仁
（
論
性
の
仁
）
の
二
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
仁
を
爲
ふ
の
本
か
」

（
五
）

の
仁
は
あ
く
ま
で
も
「
為
仁
の
仁
」
で
あ
っ
て
「
論
性
の
仁
」
で
は
な
い
、
と

す
る
の
で
あ
る
。
仁
の
本
来
性
や
本
源
性
を
担
保
し
、
当
該
章
解
釈
に
お
い
て

理
気
二
元
論
を
貫
徹
さ
せ
る
た
め
の
方
策
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
「
孝
弟
」

は
「
論
性
の
仁
」
の
「
作
用
」
で
あ
り
「
情
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
孝
弟
」
を

基
盤
と
し
て
、
「
為
仁
の
仁
」
、
つ
ま
り
実
践
局
面
の
仁
が
発
展
、
展
開
し
て

い
く
と
い
う
図
式
と
な
る
。
繰
り
返
す
と
、
ま
ず
「
論
性
の
仁
」
（
「
孝
弟
の

本
」
）
が
あ
り
、
そ
の
作
用
と
し
て
「
孝
弟
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
為
仁
の
仁
」

が
そ
の
孝
弟
を
根
本
と
し
て
（
「
孝
弟
を
以
て
本
と
爲
す
」
）
展
開
し
て
い
く
、

と
い
う
三
重
の
入
れ
子
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
経
文
「
孝
弟
な
る
者
は
仁
を
爲

ふ
の
本
か
」
は
、
こ
の
構
造
の
う
ち
、
孝
弟
か
ら
「
為
仁
の
仁
」
へ
と
展
開
す

る
局
面
を
切
り
取
っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
奇
異
な
解
釈
は
、

清
末
民
初
の
簡
朝
亮
が
「
程
子
の
語
を
録
す
る
者
、
文
言
を
以
て
之
を
達
す
る

能
は
ず
、
遂
に
明
ら
か
な
ら
ず
」
（
『
論
語
集
注
補
正
述
疏
』
巻
一
）
と
こ
ぼ

（
六
）

す
よ
う
に
、
も
と
に
な
っ
た
程
頤
語
の
捉
え
難
さ
も
あ
り
、
朱
熹
に
直
に
接
し

た
士
人
に
と
っ
て
す
ら
決
し
て
分
か
り
や
す
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
実
際
、
『
朱
子
語
類
』
巻
二
〇
に
は
『
論
語
』
当
該
章
の
解
釈
に
つ
い
て

計
七
三
条
に
も
及
ぶ
記
録
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
様
々
な
譬
喩
を
駆
使
し
、

説
明
に
苦
慮
す
る
朱
熹
の
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
就
中
、
第
七
七
条
に
次
の
よ
う

な
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

陳
敬
之
説
孝
弟
爲
仁
之
本
一
章
、
三
四
日
不
分
明
。
先
生
只
令
子
細
看
、

全
未
與
説
。
數
日
後
、
方
作
一
圖
示
之
。
中
寫
仁
字
、
外
一
重
寫
孝
弟
字
、

又
外
一
重
寫
仁
民
愛
物
字
。
謂
行
此
仁
道
、
先
自
孝
弟
始
、
親
親
長
長
、

而
後
次
第
推
去
、
非
若
兼
愛
之
無
分
別
也
。

陳
敬
之

孝
弟
爲
仁
之
本
の
一
章
を
説
く
も
、
三
四
日

分
明
な
ら
ず
。
先

生
只
だ
子
細
に
看
し
む
る
の
み
に
て
、
全
く
未
だ
與
に
説
か
ず
。
數
日
の

た
め

後
、
方
め
て
一
圖
を
作
り
て
之
に
示
す
。
中
に
仁
の
字
を
寫
き
、
外
一
重

か

に
孝
弟
の
字
を
寫
き
、
又
た
外
一
重
に
仁
民
愛
物
の
字
を
寫
き
、
謂
へ
ら

く
、
此
の
仁
道
を
行
は
ん
に
、
先
ず
孝
弟
よ
り
始
め
、
親
に
親
し
み
長
を

長
と
し
、
而
る
後
に
次
第
に
推
し
去
き
て
、
兼
愛
の
分
別
無
き
が
若
き
に

非
ざ
る
な
り
、
と
。

陳
敬
之
は
三
、
四
日
も
の
間
苦
慮
し
た
が
、
そ
れ
で
も
朱
熹
の
当
該
章
解
釈

を
理
解
で
き
ず
、
し
び
れ
を
切
ら
し
た
朱
熹
が
三
重
円
の
図
を
描
い
て
説
明
し

た
の
で
あ
る
。
図
１
は
、
こ
の
時
に
朱
熹
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
図
の
再
現
で
あ

る
。
た
だ
し
吹
き
出
し
は
筆
者
に
よ
る
。



- 3 -

明代における『論語』学而篇「孝弟也者、其爲仁之本與」章解釈――陽明学者を中心として――

「
孝
弟
な
る
者
は
仁
を
爲
ふ
の
本
か
」
と
い
う
訓
み
と
、
そ
れ
と
表
裏
一
体

で
あ
る
、
仁
を
「
為
仁
の
仁
」
と
「
論
性
の
仁
」
の
二
局
面
に
分
け
て
当
該
章

を
解
釈
し
て
い
く
経
解
法
は
、
朱
熹
思
想
の
「
朱
子
学
」
化
を
経
た
明
代
に
お

い
て
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
次
に
掲
げ
る
、
『
論
語
大
全
』
巻
一
・
当
該
章

注
所
引
の
程
頤
語
は
二
つ
の
仁
を
説
く
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

程
子
曰
、
孝
弟
、
順
德
也
。
故
不
好
犯
上
。
豈
復
〔
扶
又
反
〕
有
逆
理
亂

常
之
事
。
〔
雙
峰
饒
氏
曰
、
孝
弟
順
德
也
。
犯
上
是
小
不
順
底
事
。
作
亂

是
大
不
順
底
事
。
〕
德
有
本
。
本
立
則
其
道
充
大
。
孝
弟
行
於
家
、
而
後

仁
愛
及
於
物
。
所
謂
親
親
而
仁
民
也
。
故
爲
仁
以
孝
弟
爲
本
、
〔
新
安
陳

氏
曰
、
以
上
解
此
章
正
意
。
下
句
別
是
一
意
、
又
推
本
言
之
。
〕
論
性
則

以
仁
爲
孝
弟
之
本
。
或
問
、
孝
弟
爲
仁
之
本
。
此
是
由
孝
弟
可
以
至
仁
否
。

曰
、
非
也
。

（
『
論
語
大
全
』
巻
一
・
學
而
、
第
二
章
）

（
七
）

程
子
曰
く
、
孝
弟
は
、
順
德
な
り
。
故
に
上
を
犯
す
こ
と
を
好
ま
ず
。
豈

に
復
た
〔
扶
又
の
反
〕
理
に
逆
ひ
常
を
亂
す
の
事
有
ら
ん
や
。
〔
雙
峰
饒

氏
曰
く
、
孝
弟
は
順
德
な
り
。
上
を
犯
す
は
是
れ
小
不
順
の
事
、
亂
を
作

す
は
是
れ
大
不
順
の
事
、
と
。
〕
德
に
本
有
り
。
本
立
て
ば
則
ち
其
の
道

充
大
す
。
孝
弟

家
に
行
は
れ
て
、
而
る
後
に
仁
愛

物
に
及
ぶ
。
所
謂

親
に
親
し
み
て
民
に
仁
す
る
な
り
。
故
に
仁
を
爲
ふ
は
孝
弟
を
以
て
本
と

爲
し
〔
新
安
陳
氏
曰
く
、
以
上
は
此
の
章
の
正
意
を
解
す
。
下
句
は
別
に

是
れ
一
意
に
し
て
、
又
た
本
を
推
し
て
之
を
言
ふ
、
と
。
〕
、
性
を
論
ず

れ
ば
則
ち
仁
を
以
て
孝
弟
の
本
と
爲
す
、
と
。
或
ひ
と
問
ふ
、
孝
弟
は
仁

を
爲
ふ
の
本
と
は
、
此
れ
は
是
れ
孝
弟
に
由
り
て
以
て
仁
に
至
る
べ
き
や

否
や
、
と
。
曰
く
、
非
な
り
、
と
。

大
注
「
仁
を
爲
ふ
は
孝
弟
を
以
て
本
と
爲
し
」
の
小
注
に
、
経
文
の
「
正
意
」

と
、
経
文
に
書
か
れ
て
い
な
い
「
推
本
」
の
言
と
を
区
別
す
る
旨
の
語
を
、
陳

櫟
の
も
の
と
し
て
倪
士
毅
『
四
書
輯
釈
』
よ
り
孫
引
き
す
る
の
は
、
胡
広
ら
編

者
が
程
頤
―
朱
熹
の
解
釈
を
正
確
に
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
で
あ

ろ
う
し
、
後
文
の
小
注
に
、

（
八
）朱

子
曰
、
爲
仁
、
以
孝
悌
爲
本
。
事
之
本
守
之
本
之
類
、
是
也
。
論
性
則

以
仁
爲
孝
弟
之
本
。
天
下
之
大
本
之
類
、
是
也
。
爲
仁
以
孝
弟
爲
本
仁
字
、

是
指
其
周
遍
及
物
者
言
之
、
以
仁
爲
孝
弟
之
本
仁
字
、
是
指
其
本
體
發
用

處
言
之
。

（
『
論
語
大
全
』
巻
一
・
學
而
、
第
二
章
）

朱
子
曰
く
、
仁
を
爲
ふ
は
、
孝
悌
を
以
て
本
と
爲
す
。
事
の
本
、
守
の
本

の
類
は
、
是
れ
な
り
。
性
を
論
ず
れ
ば
則
ち
仁
を
以
て
孝
弟
の
本
と
爲
す
。

天
下
の
大
本
の
類
は
、
是
れ
な
り
。
仁
を
爲
ふ
に
孝
弟
を
以
て
本
と
爲
す
、

の
仁
字
は
、
是
れ
其
の
周
遍
し
て
物
に
及
ぶ
者
を
指
し
て
之
を
言
ひ
、
仁

を
以
て
孝
弟
の
本
と
爲
す
、
の
仁
字
は
、
是
れ
其
の
本
體
發
用
の
處
を
指

し
て
之
を
言
ふ
、
と
。

と
引
く
の
は
、
引
用
の
仕
方
に
問
題
が
あ
る
に
せ
よ
、
編
者
た
ち
に
当
該
章

（
九
）
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解
釈
の
不
可
欠
の
ツ
ー
ル
と
し
て
二
つ
の
仁
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
必
然
的
に
形

成
さ
れ
る
三
重
構
造
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

か
か
る
解
釈
は
永
楽
年
間
の
『
四
書
大
全
』
の
頒
布
と
と
も
に
明
代
社
会
に

広
く
深
く
浸
透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
明
代
思
想
界
に
ど
の

よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
か
。
特
に
明
代
中
期
以
降
は
前
述
の
よ
う
に

「
情
」
や
「
情
欲
」
が
強
調
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
が
、
当
該
章
に
お
け
る
「
孝
」

（
一
〇
）

の
解
釈
に
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
影
を
落
と
す
の
か
。
引
き
続
き
、
『
論
語
』
当

該
章
の
解
釈
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
検
討
し
て
い
く
。

二
、
王
守
仁
ら
の
解
釈
（
「
孝
弟
な
る
者
は
其
れ
仁
を
爲
ふ
の

お
こ
な

本
か
」
）

本
来
な
ら
明
代
初
期
か
ら
中
期
に
活
躍
し
た
士
人
ら
の
当
該
章
解
釈
に
つ
い

て
も
網
羅
的
に
俎
上
に
載
せ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
割
愛
し
、
検

討
対
象
を
王
守
仁
と
そ
の
影
響
を
受
け
た
人
物
に
絞
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
陽

明
学
の
始
祖
た
る
王
守
仁
の
解
釈
か
ら
検
討
す
る
。
そ
の
解
釈
の
仕
方
は
、
以

下
に
挙
げ
る
聶
豹
宛
て
書
簡
に
比
較
的
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
。

文
蔚
云
、
欲
於
事
親
從
兄
之
間
、
而
求
所
謂
良
知
之
學
。
就
自
己
用
工
得

力
處
如
此
説
、
亦
無
不
可
。
若
曰
致
其
良
知
之
眞
誠
惻
怛
、
以
求
盡
夫
事

親
從
兄
之
道
焉
、
亦
無
不
可
也
。
明
道
云
、
「
行
仁
自
孝
弟
始
。
孝
弟
是

仁
之
一
事
、
謂
之
行
仁
之
本
則
可
、
謂
是
仁
之
本
則
不
可
。
其
説
是
矣
。

（
『
伝
習
録
』
中
巻
「
答
聶
文
蔚

二
」
）

（
一
一
）

文
蔚
云
ふ
、
親
に
事
へ
兄
に
従
ふ
の
間
に
、
所
謂
良
知
の
學
を
求
め
ん
と

欲
す
、
と
。
自
己
の
工
を
用
ひ
力
を
得
る
處
に
就
き
て
此
の
如
く
説
く
も
、

亦
た
不
可
無
し
。
其
の
良
知
の
眞
誠
惻
怛
を
致
し
て
、
以
て
夫
の
親
に
事

へ
兄
に
従
ふ
の
道
を
盡
さ
ん
と
求
む
と
曰
ふ
が
若
き
も
、
亦
た
不
可
無
き

な
り
。
明
道
云
ふ
、
仁
を
行
ふ
は
孝
弟
よ
り
始
む
。
孝
弟
は
是
れ
仁
の
一

事
な
り
、
之
を
仁
を
行
ふ
の
本
と
謂
へ
ば
則
ち
可
な
り
、
是
れ
を
仁
の
本

と
謂
へ
ば
則
ち
不
可
な
り
、
と
。
其
の
説

是
な
り
。

文
中
、
程
頤
の
語
が
程
顥
（
明
道
）
の
も
の
と
し
て
誤
っ
て
引
か
れ
る
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
王
守
仁
が
『
論
語
大
全
』
に
準
拠
し
、
「
孝
弟
な
る
者
は
仁
を

爲
ふ
の
本
か
」
と
訓
ん
で
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
朱
子
学
の
三

重
構
造
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
然
、
王
守
仁
は
朱
子
学
の
解
釈
を

丸
ご
と
受
容
し
た
の
で
は
な
く
、
図
１
の
真
ん
中
の
円
、
つ
ま
り
「
論
性
の
仁
」

の
内
実
が
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
次
に
挙
げ
る
、
前

引
の
聶
豹
宛
て
書
簡
の
前
段
に
あ
た
る
資
料
か
ら
、
あ
ら
か
た
窺
え
る
。

文
蔚
謂
、
致
知
之
説
、
求
之
事
親
從
兄
之
間
、
便
覺
有
所
持
循
者
、
此
段

最
見
近
來
眞
切
篤
實
之
功
。
但
以
此
自
爲
不
妨
、
自
有
得
力
處
。
以
此
遂

爲
定
説
教
人
、
却
未
免
又
有
因
藥
發
病
之
患
、
亦
不
可
不
一
講
也
。
蓋
良

知
只
是
一
個
天
理
、
自
然
明
覺
發
見
處
、
只
是
一
個
眞
誠
惻
怛
、
便
是
他

本
體
。
故
致
此
良
知
之
眞
誠
惻
怛
、
以
事
親
便
是
孝
。
致
此
良
知
眞
誠
惻

怛
、
以
從
兄
便
是
弟
。
致
此
良
知
之
眞
誠
惻
怛
、
以
事
君
便
是
忠
。
只
是

一
個
良
知
、
一
個
眞
誠
惻
怛
。
若
是
從
兄
的
良
知
不
能
致
其
眞
誠
惻
怛
、

即
是
事
親
的
良
知
不
能
致
其
眞
誠
惻
怛
矣
、
事
君
的
良
知
不
能
致
其
眞
誠

惻
怛
、
即
是
從
兄
的
良
知
不
能
致
其
眞
誠
惻
怛
矣
。
故
致
得
事
君
的
良
知
、

便
是
致
却
從
兄
的
良
知
。
致
得
從
兄
的
良
知
、
便
是
致
却
事
親
的
良
知
。

不
是
事
君
的
良
知
不
能
致
、
却
須
又
從
事
親
的
良
知
上
去
擴
充
將
來
、
如

此
又
是
脱
却
本
原
、
著
在
支
節
上
求
了
。
良
知
只
是
一
個
。
隨
他
發
見
流

行
處
當
下
具
足
、
更
無
去
求
、
不
須
假
借
。
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明代における『論語』学而篇「孝弟也者、其爲仁之本與」章解釈――陽明学者を中心として――

（
『
伝
習
録
』
中
巻
「
答
聶
文
蔚

二
」
）

文
蔚
、
致
知
の
説
は
、
之
を
親
に
事
へ
兄
に
從
ふ
の
間
に
求
む
れ
ば
、
便

ち
持
循
す
る
所
有
る
を
覚
ゆ
、
と
謂
ふ
は
、
此
の
段

最
も
近
來
の
眞
切

篤
實
の
功
を
見
る
。
但
だ
此
を
以
て
自
ら
爲
む
る
も
妨
げ
ず
、
自
ら
力
を

お
さ

得
る
處
有
ら
ん
。
此
を
以
て
遂
に
定
説
と
爲
し
て
人
を
教
ふ
れ
ば
、
却
て

未
だ
又
た
藥
に
因
り
て
病
を
發
す
る
の
患
ひ
有
る
を
免
れ
ず
、
亦
た
一
講

せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
蓋
し
良
知
は
只
だ
是
れ
一
個
の
天
理
、
自
然

、
、

、
、

に
明
覺
に
發
見
せ
る
處
に
し
て
、
只
だ
是
れ
一
個
の
眞
誠
惻
怛
、
便
ち
是

、
、
、
、

れ
他
の
本
體
な
り
。
故
に
此
の
良
知
の
眞
誠
惻
怛
を
致
し
て
、
以
て
親
に

、
、

事
ふ
れ
ば
便
ち
是
れ
孝
な
り
。
此
の
良
知
の
眞
誠
惻
怛
を
致
し
て
、
以
て

兄
に
從
は
ば
便
ち
是
れ
弟
な
り
。
此
の
良
知
の
眞
誠
惻
怛
を
致
し
て
、
以

て
君
に
事
ふ
れ
ば
便
ち
是
れ
忠
な
り
。
只
だ
是
れ
一
個
の
良
知
、
一
個
の

眞
誠
惻
怛
な
り
。
若
し
是
れ
兄
に
從
ふ
の
良
知

其
の
眞
誠
惻
怛
を
致
す

能
は
ざ
れ
ば
、
即
ち
是
れ
親
に
事
ふ
る
の
良
知
も
其
の
眞
誠
惻
怛
を
致
す

能
は
ず
。
君
に
事
ふ
る
の
良
知

其
の
眞
誠
惻
怛
を
致
す
能
は
ざ
れ
ば
、

即
ち
是
れ
兄
に
從
ふ
の
良
知

其
の
眞
誠
惻
怛
を
致
す
能
は
ず
。
故
に
君

に
事
ふ
る
の
良
知
を
致
し
得
れ
ば
、
便
ち
是
れ
兄
に
從
ふ
の
良
知
を
致
却

す
。
兄
に
從
ふ
の
良
知
を
致
し
得
れ
ば
、
便
ち
是
れ
親
に
事
ふ
る
の
良
知

を
致
却
す
。
是
れ
君
に
事
ふ
る
の
良
知

致
す
能
は
ざ
れ
ば
、
却
て
須
く

又
た
親
に
事
ふ
る
の
良
知
上
從
り
去
き
て
擴
充
し
將
ち
來
る
べ
き
に
あ
ら

ず
、
此
の
如
く
ん
ば
又
た
是
れ
本
原
を
脱
却
し
、
支
節
上
に
著
在
し
て
求

め
了
る
。
良
知
は
只
だ
是
れ
一
個
な
り
。
他
の
發
見
流
行
す
る
處
に
隨
ひ

て
當
下
に
具
足
し
て
、
更
に
去
き
て
求
む
る
無
く
、
假
借
す
る
を
須
ゐ
ず
。

王
守
仁
は
心
即
理
説
を
説
く
に
際
し
て
頻
繁
に
孝
の
喩
え
を
用
い
る
が
、
こ

（
一
二
）

こ
で
は
「
親
に
仕
へ
兄
に
從
ふ
」
と
い
う
孝
弟
の
実
践
を
足
が
か
り
と
し
て
学

問
を
進
め
よ
う
と
す
る
聶
豹
に
対
し
、
良
知
を
孝
弟
に
拘
束
す
る
よ
う
な
行
き

方
を
教
法
と
し
て
固
定
化
す
る
こ
と
の
弊
害
を
説
き
、
「
藥
に
よ
っ
て
病
を
發

す
る
」
可
能
性
が
出
て
き
て
し
ま
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
孝
、
弟
、
忠
と
い
っ

た
個
別
的
徳
目
の
奥
一
層
に
あ
る
「
良
知
の
眞
誠
惻
怛
」
に
た
だ
ち
に
注
力
す

べ
き
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
当
該
章
解
釈
に
置
き
か
え
る
と
、

朱
子
学
の
三
重
構
造
は
そ
の
ま
ま
で
、
真
ん
中
の
「
論
性
の
仁
」
の
部
分
の
み

が
、
陽
明
学
流
の
「
良
知
」
「
本
源
」
「
本
體
」
「
天
理
」
な
ど
に
書
き
換
え
ら

れ
る
構
図
と
な
る
。
朱
熹
は
当
初
、
理
気
二
元
論
の
貫
徹
を
は
か
っ
て
か
か
る

図
式
を
援
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
王
守
仁
も
本
体
の
位
置
の
確
保
の
た
め
に
こ

れ
を
再
利
用
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
解
釈
は
以
後
、
王
守
仁
の
影
響
を
受

け
た
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
広
く
共
有
さ
れ
て
い
く
。

例
え
ば
そ
の
門
人
の
王
畿
で
あ
る
。
王
畿
は
陽
明
学
第
二
世
代
の
大
物
で
あ

る
が
、
当
該
章
の
解
釈
に
つ
い
て
正
面
か
ら
論
じ
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
次

に
挙
げ
る
資
料
を
見
る
限
り
、
王
守
仁
と
同
様
、
「
仁
を
爲
ふ
の
本
か
」
で
訓

ん
で
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

古
學
字
與
孝
字
通
用
、
下
章
即
拈
出
孝
弟
二
字
爲
行
仁
之
本
、
中
間
所
答

問
仁
問
孝
、
事
父
母
、
友
兄
弟
之
説
不
一
而
足
。
及
至
孟
子
發
明
親
長
之

義
、
更
爲
切
要
。

（
王
畿
『
王
畿
集
』
巻
七
「
華
陽
明
倫
堂
會
語
」
）

（
一
三
）

古

學
の
字
は
孝
の
字
と
通
用
し
、
下
章
に
即
ち
孝
弟
の
二
字
を
拈
出
し

て
仁
を
行
ふ
の
本
と
爲
す
。
中
間

仁
を
問
ひ
孝
を
問
ふ
に
答
ふ
る
所
、

、
、
、
、
、
、

父
母
に
事
へ
、
兄
弟
に
友
た
り
の
説

一
に
し
て
足
ら
ず
。
孟
子
の
親
し

み
長
と
す
る
の
義
を
發
明
す
る
に
及
至
ん
で
は
、
更
に
切
要
爲
り
。

お

よ

王
畿
門
人
で
、
銭
徳
洪
に
も
師
事
し
た
査
鐸
に
な
る
と
、
書
簡
や
語
録
に
お

い
て
当
該
章
に
つ
い
て
幾
度
も
言
及
し
て
い
る
。
い
ま
そ
の
一
つ
を
検
討
す
る
。

良
知
豈
外
愛
敬
。
然
即
愛
敬
以
求
良
知
、
恐
未
免
或
住
於
愛
敬
耳
。
堯
舜
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之
道
盡
於
孝
弟
。
郷
黨
之
稱
孝
稱
弟
、
又
爲
士
之
次
。
蓋
堯
舜
由
仁
義
行
、

彼
稱
孝
稱
弟
、
則
行
仁
義
者
。
此
毫
釐
千
里
之
差
也
。
良
知
原
是
渾
然
、

愛
敬
其
發
竅
處
也
。
明
道
云
、
謂
孝
弟
爲
行
仁
之
本
則
可
、
謂
是
仁
之
本

則
不
可
。
此
意
可
味
。

（
査
鐸
『
刻
毅
齋
査
先
生
闡
道
集
』
巻
二
・
書
箚
「
再
答
孟
我
疆
書
」
）

（
一
四
）

良
知
は
豈
に
愛
敬
を
外
に
せ
ん
や
。
然
れ
ど
も
愛
敬
に
即
き
て
以
て
良
知

を
求
む
れ
ば
、
恐
く
は
未
だ
或
ひ
は
愛
敬
に
住
す
る
を
免
れ
ざ
る
の
み
。

堯
舜
の
道
は
孝
弟
に
盡
く
さ
る
。
郷
黨
の
孝
を
稱
し
弟
を
稱
す
る
は
、
又

た
士
の
次
爲
り
。
蓋
し
堯
舜
は
仁
義
に
由
り
て
行
ひ
、
彼
の
孝
を
稱
し
弟

を
稱
す
る
は
、
則
ち
仁
義
を
行
ふ
者
な
り
。
此
れ
毫
釐
千
里
の
差
な
り
。

良
知
は
原
よ
り
是
れ
渾
然
た
り
て
、
愛
敬
は
其
の
發
竅
の
處
な
り
。
明
道

云
ふ
、
孝
弟
を
仁
を
行
ふ
の
本
と
爲
す
と
謂
へ
ば
則
ち
可
な
り
、
是
れ
仁

の
本
と
謂
へ
ば
則
ち
不
可
な
り
、
と
。
此
の
意

味
は
ふ
べ
し
。

文
中
、「
良
知
は
原
よ
り
是
れ
渾
然
た
り
て
、
愛
敬
は
其
の
發
竅
の
處
な
り
」

と
あ
る
が
、
「
渾
然
」
と
は
朱
熹
の
「
渾
然
天
理
」
（
『
論
語
集
注
』
述
而
篇
第

一
五
章
注
、
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
・
第
三
〇
条
な
ど
）
や
、
王
守
仁
の
「
渾

然
之
體
」
（
『
伝
習
録
』
中
巻
「
答
周
道
通
書
」
）
の
「
渾
然
」
に
近
く
、
あ
ら

ゆ
る
規
則
性
が
そ
こ
に
具
わ
っ
て
、
全
体
と
し
て
渾
然
一
体
と
な
っ
て
お
り
、

状
況
に
応
じ
て
そ
こ
か
ら
様
々
な
個
別
的
条
理
が
絶
妙
に
生
み
出
さ
れ
る
、
そ

の
よ
う
な
渾
沌
た
る
統
体
を
形
容
す
る
語
で
あ
る
。
「
愛
敬
」
は
『
孟
子
』
尽

心
下
や
『
孝
経
』
で
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の
、
孝
弟
の
内
実
を
な
す
二
つ
の
感
情

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
渾
然
た
る
良
知
（
仁
）
の
「
發
竅
の
處
」
と
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
査
鐸
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
良
知
と
愛
敬
と
の
間
に
、
本
体
と
そ

の
発
露
と
い
う
次
元
の
差
異
が
想
定
さ
れ
、
良
知
を
よ
り
根
源
的
な
も
の
と
捉

え
て
い
る
。
査
鐸
は
「
仁
を
爲
ふ
の
本
か
」
と
訓
む
こ
と
で
良
知
の
本
源
性
や

（
一
五
）

本
来
性
を
担
保
せ
ん
と
し
て
お
り
、
朱
子
学
の
経
解
法
に
学
ん
だ
王
守
仁
の
手

法
を
自
覚
的
に
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
前
引
王
守
仁
の
聶
豹
宛
て
書

簡
が
強
く
意
識
さ
れ
、
程
頤
の
発
言
を
程
顥
の
も
の
と
引
き
誤
っ
て
い
る
点
に

お
い
て
も
忠
実
に
王
守
仁
を
承
け
る
。

や
や
時
代
が
降
る
が
、
本
節
の
最
後
に
、
明
代
思
想
の
掉
尾
を
飾
る
学
者
で

あ
る
劉
宗
周
の
解
釈
を
瞥
見
す
る
。
次
に
挙
げ
る
資
料
は
『
論
語
』
の
講
釈
書

（
一
六
）

で
あ
る
『
論
語
学
案
』
の
当
該
章
部
分
で
あ
る
。

（
一
七
）

孝
弟
是
後
天
最
初
一
脈
、
爲
萬
行
之
所
從
出
。
故
學
以
務
本
者
、
本
此
。

然
孝
弟
又
有
本
。
孩
提
之
童
、
無
不
知
愛
其
親
者
。
及
其
長
也
、
無
不
知

敬
其
兄
者
、
是
也
。
是
爲
良
知
、
是
爲
良
能
。
於
此
而
反
求
其
本
、
其
爲

天
命
之
性
乎
。

（
『
論
語
学
案
』
巻
一
）

孝
弟
は
是
れ
後
天
の
最
初
の
一
脈
に
し
て
、
萬
行
の
從
り
て
出
づ
る
所
た

り
。
故
に
學
び
て
以
て
本
を
務
む
、
と
は
、
此
を
本
と
す
る
な
り
。
然
れ

ど
も
孝
弟
に
も
又
た
本
有
り
。
孩
提
の
童
も
、
其
の
親
を
愛
す
る
を
知
ら

ざ
る
者
な
し
。
其
の
長
ず
る
に
及
ぶ
や
、
其
の
兄
を
敬
う
を
知
ら
ざ
る
者

無
し
、
是
れ
な
り
。
是
れ
良
知
爲
り
、
是
れ
良
能
爲
り
。
此
に
於
い
て
反

り
て
其
の
本
を
求
む
れ
ば
、
其
れ
天
命
の
性
爲
る
か
。

こ
れ
は
孝
弟
の
そ
の
ま
た
根
本
に
「
良
知
」
「
良
能
」
（
そ
の
奥
に
更
に
「
天

命
の
性
」
）
を
想
定
す
る
も
の
で
、
明
ら
か
に
王
守
仁
式
の
、
つ
ま
り
中
心
円

が
「
良
知
」
「
本
源
」
「
本
體
」
に
書
き
換
え
ら
れ
た
三
重
構
造
図
式
を
承
け

て
い
る
。
ま
た
『
論
語
』
次
章
（
巧
言
令
色
章
）
の
講
釈
に
お
い
て
、
劉
宗
周

は
当
該
章
と
巧
言
令
色
章
を
対
比
し
、
「
孝
弟
以
て
仁
を
爲
ふ
は
、
是
れ
本
を

務
む
る
の
學
。
巧
言
令
色
以
て
仁
を
爲
ふ
は
、
是
れ
華
を
務
む
る
の
學
」
と
述

べ
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
劉
宗
周
が
「
仁
を
爲
ふ
の
本
か
」
と
訓
ん
で
い
る
こ
と

が
了
解
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
陽
明
学
系
統
の

報告 三



- 7 -
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士
人
の
間
で
は
王
守
仁
流
の
解
釈
を
受
け
継
ぐ
も
の
が
多
い
。

三
、
新
た
な
立
場
の
登
場
（
「
孝
弟
な
る
者
は
其
れ
仁
の

本
爲
る
か
」
）

陽
明
学
の
第
二
世
代
あ
た
り
か
ら
、
朱
子
学
で
も
王
守
仁
式
で
も
な
い
、
新

た
な
解
釈
の
立
場
が
出
現
し
て
く
る
。
そ
の
嚆
矢
が
王
守
仁
と
湛
甘
泉
の
双
方

に
師
事
し
た
王
道
で
あ
る
。
彼
は
真
徳
秀
『
西
山
読
書
記
』
を
読
み
、
そ
の
際

（
一
八
）

に
書
き
付
け
た
読
書
ノ
ー
ト
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

爲
仁
之
本
、
言
是
仁
之
本
也
。
孟
子
以
事
親
從
兄
爲
仁
義
之
實
、
意
正
如

此
。
本
者
根
也
、
實
亦
根
也
。
又
、
朱
子
推
孝
弟
爲
義
禮
智
信
之
本
、
甚

好
。
但
以
經
文
爲
字
訓
行
字
、
反
失
聖
賢
立
言
之
意
而
不
免
於
支
離
之
病

矣
。
孟
子
直
以
事
親
從
兄
爲
仁
義
禮
知
樂
之
實
、
曷
嘗
加
爲
字
耶
。

（
王
道
『
順
渠
先
生
文
録
』
巻
四
「
西
山
讀
書
記
」
）

（
一
九
）

爲
仁
之
本
は
、
是
れ
仁
の
本
な
る
を
言
ふ
な
り
。
孟
子

親
に
事
へ
兄
に

從
ふ
を
以
て
仁
義
の
實
と
爲
す
は
、
意

正
に
此
の
如
し
。
本
と
は
根
な

り
、
實
も
亦
た
根
な
り
。
／
又
た
／
朱
子

孝
弟
を
推
し
て
義
禮
智
信
の

本
と
爲
す
は
、
甚
だ
好
し
。
但
だ
經
文
の
爲
の
字
を
以
て
行
の
字
に
訓
む

は
、
反
つ
て
聖
賢
の
立
言
の
意
を
失
ひ
て
支
離
の
病
を
免
れ
ず
。
孟
子

直
ち
に
親
に
事
へ
兄
に
從
ふ
を
以
て
仁
義
禮
知
樂
の
實
と
爲
す
、
曷
ぞ
嘗

て
爲
の
字
を
加
ふ
る
や
。

こ
こ
で
王
道
は
『
孟
子
』
離
婁
上
「
孟
子
曰
、
仁
之
實
、
事
親
是
也
。
義
之

實
、
從
兄
是
也
」
を
当
該
章
と
結
び
つ
け
、
「
爲
仁
之
本
與
」
を
「
仁
を
爲
ふ

の
本
か
」
で
は
な
く
「
仁
の
本
爲
る
か
」
と
訓
む
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
つ

ま
り
、「
仁
之
實
、
事
親
是
也
」
を
「
仁
の
実
質
は
親
に
仕
え
る
こ
と
で
あ
る
」

、
、

と
解
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
（
「
仁
を
爲
ふ
」
こ
と
で
は
な
く
）
仁
そ
の
も
の

を
孝
弟
と
同
質
の
地
歩
ま
で
引
き
下
げ
、
さ
ら
に
孝
弟
を
そ
の
根
本
と
す
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
論
性
の
仁
」
（
図
１
中
心
円
）
と
孝
弟
と
の
間
に
レ
ベ

（
二
〇
）

ル
の
差
異
を
設
け
、
三
重
構
造
の
図
式
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
き

た
「
良
知
」
の
本
源
性
や
本
来
性
を
危
殆
に
瀕
せ
し
め
る
所
為
で
あ
ろ
う
。

（
二
一
）

さ
ら
に
一
世
代
降
る
と
、
羅
洪
先
の
よ
う
に
か
な
り
意
識
的
に
「
仁
の
本
爲

る
か
」
と
訓
む
こ
と
を
主
張
す
る
人
物
が
現
れ
る
。
そ
れ
が
次
の
資
料
で
あ
る
。

親
親
之
心
、
即
所
謂
仁
也
。
敬
長
之
心
、
即
所
謂
義
也
。
仁
豈
有
他
道
哉
。

即
此
親
親
之
心
、
推
之
天
下
、
于
民
而
仁
、
于
物
而
愛
、
而
仁
不
可
勝
用

矣
。
義
豈
有
他
道
哉
。
即
此
敬
長
之
心
、
推
之
天
下
、
事
君
則
忠
、
交
友

則
信
、
而
義
不
可
勝
用
矣
。
…
有
子
孝
弟
仁
之
本
、
亦
此
意
。

（
『
羅
洪
先
集
』
巻
一
「
孟
子
解
」
）

（
二
二
）

親
に
親
し
む
の
心
は
、
即
ち
所
謂
る
仁
な
り
。
長
を
敬
ふ
の
心
は
、
即
ち

所
謂
る
義
な
り
。
仁
に

豈
に
他
の
道
有
ら
ん
や
。
此
の
親
に
親
し
む
の

心
に
即
き
て
之
を
天
下
に
推
し
、
民
に
于
い
て
仁
し
、
物
に
于
い
て
愛
し
、

仁

勝
げ
て
用
ふ
る
べ
か
ら
ず
。
義
に

豈
に
他
の
道
有
ら
ん
や
。
此
の
長

を
敬
ふ
の
心
に
即
き
て
之
を
天
下
に
推
し
、
君
に
事
ふ
れ
ば
則
ち
忠
、
友

に
交
は
れ
ば
則
ち
信
に
し
て
、
義

勝
げ
て
用
ふ
る
べ
か
ら
ず
。
…
有
子

の

孝
弟
は
仁
の
本
な
る
も
、
亦
た
此
の
意
な
り
。

冒
頭
、
「
親
に
親
し
む
の
心
」
を
そ
の
ま
ま
「
仁
」
と
す
る
点
に
す
で
に
官

学
的
な
思
考
と
の
隔
た
り
が
窺
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
亀
裂
は
文
末
に
い
た

っ
て
決
定
的
な
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
『
論
語
』
当
該
章
を
「
孝
弟
は
仁

の
本
」
と
節
略
し
て
引
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
羅
洪
先
が
当
該
章
を
「
仁
の
本

爲
る
か
」
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
。
さ
ら
に
い
う
と
、
聶
豹
『
双
江
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聶
先
生
文
集
』
巻
十
四
「
辯
仁
」
に
付
せ
ら
れ
た
羅
洪
先
の
批
注
に
「
本
を
務

（
二
三
）

む
る
の
學
を
説
き
得
れ
ば
、
影
響
に
落
ち
ず
し
て
、
孝
弟
の
仁
の
本
爲
る
、
始

め
て
着
落
有
り
。
註
に
孝
弟
は
是
れ
仁
を
爲
ふ
の
始
事
と
謂
ふ
は
、
則
ち
誤
れ

り
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
「
仁
を
爲
ふ
の
本
か
」
が
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。

（
二
四
）

王
道
や
羅
洪
先
が
い
か
な
る
思
想
構
造
上
の
要
請
か
ら
か
か
る
訓
み
を
採
択
す

る
に
至
っ
た
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
言
え
る
の
は
、「
仁
」

（
性
）
と
「
孝
」（
情
）
と
の
位
置
づ
け
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
朱
子
学
や
王
守
仁
の
解
釈
で
は
三
重
構
造
を
取
る
こ
と
で
孝

弟
の
奥
一
層
に
本
源
的
な
本
体
（
論
性
の
仁
）
を
措
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本

体
と
し
て
の
仁
と
、
作
用
と
し
て
の
孝
弟
を
峻
別
す
る
。
そ
れ
を
「
孝
弟
な
る

者
は
仁
の
本
爲
る
か
」
と
訓
む
と
、
図
１
で
言
え
ば
、
真
ん
中
の
「
論
性
の
仁
」

の
部
分
が
消
滅
し
、
孝
弟
と
、
そ
れ
を
中
核
と
す
る
仁
と
の
二
重
構
造
と
な
る
。

さ
ら
に
、
仁
は
孝
弟
を
文
字
通
り
「
本
」
と
し
、
そ
こ
か
ら
発
展
し
て
い
く
も

の
と
な
る
の
で
両
者
に
は
連
続
性
が
認
め
ら
れ
、
「
本
」
「
末
」
の
相
違
は
あ

る
も
の
の
基
本
的
に
は
同
質
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
羅
洪
先
が
「
親
に
親
し

む
の
心
は
、
即
ち
所
謂
仁
な
り
」
と
い
い
、
「
親
に
親
し
む
の
心
」
を
た
だ
ち

に
「
仁
」
と
同
一
視
す
る
の
は
、
か
か
る
思
考
の
延
続
線
上
に
あ
る
。

仁
と
孝
と
の
接
近
を
、
巧
み
な
弁
舌
に
よ
る
広
範
な
感
化
力
に
よ
っ
て
ラ
デ

ィ
カ
ル
に
推
進
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
泰
州
学
派
に
属
す
る
と
さ
れ
る
羅
汝
芳

で
あ
る
。
羅
汝
芳
は
も
っ
と
も
原
初
的
感
情
で
あ
る
「
赤
子
の
心
」
を
学
問
の

（
二
五
）

宗
旨
と
し
て
掲
げ
る
思
想
家
で
あ
る
が
、
仁
義
と
孝
弟
と
の
関
係
を
次
の
よ
う

に
論
じ
て
い
る
。
以
下
は
、
前
出
の
『
孟
子
』
離
婁
上
「
孟
子
曰
、
仁
之
實
、

事
親
是
也
。
義
之
實
、
從
兄
是
也
」
の
講
義
で
あ
る
。

蓋
天
下
最
大
的
道
理
只
是
仁
義
、
殊
不
知
仁
義
是
個
虚
名
、
而
孝
弟
乃
是

其
名
之
實
也
。
今
看
、
人
從
母
胎
中
來
、
百
無
一
有
、
止
曉
得
愛
個
母
親
、

過
幾
時
、
止
曉
得
愛
個
哥
。
聖
賢
即
此
個
事
親
的
心
叫
他
做
仁
、
即
此
個

從
兄
的
心
叫
他
做
義
、
仁
義
是
替
孝
弟
安
個
名
而
已
。
三
代
以
後
、
名
盛

實
衰
、
學
者
往
往
知
慕
仁
義
之
美
、
而
忘
其
根
源
所
在
。
…
只
孝
弟
二
字
、

所
以
能
成
就
亞
聖
之
名
而
平
生
願
學
孔
子
、
果
不
爲
虚
言
也
已
。

（
『
近
溪
子
集
』
巻
御
（
四
）
）

（
二
六
）

蓋
し
天
下
最
大
の
道
理
は
只
だ
是
れ
仁
義
な
る
の
み
。
殊
に
知
ら
ず

仁

義
は
是
れ
個
の
虚
名
に
し
て
、
孝
弟
は
乃
つ
て
是
れ
其
の
名
の
實
な
る
こ

か
へ

と
を
。
今
看
る
に
、
人

母
胎
の
中
よ
り
來
る
と
き
、
百
に
一
も
有
す
る

無
く
、
止
だ
個
の
母
親
を
愛
す
る
を
曉
り
得
る
の
み
。
幾
時
か
を
過
ぎ
れ

ば
、
止
だ
個
の
哥
を
愛
す
る
を
曉
り
得
る
の
み
。
聖
賢

此
の
個
の
親
に

あ
に

事
ふ
る
の
心
に
即
き
て
他
を
叫
び
て
仁
と
做
し
、
此
の
個
の
兄
に
從
ふ
の

よ

心
に
即
き
て
他
を
叫
び
て
義
と
做
す
。
仁
義
は
是
れ
孝
弟
の
替
に
個
の
名

た
め

を
安
ん
ず
る
の
み
。
三
代
以
後
、
名
盛
ん
に
し
て
實
衰
へ
、
學
ぶ
者

往

往
に
し
て
仁
義
の
美
を
慕
ふ
を
知
り
て
、
其
の
根
源
の
在
る
所
を
忘
る
。

…
只
だ
孝
弟
の
二
字
は
、
能
く
亞
聖
の
名
を
成
就
し
て
、
平
生

孔
子
を

學
ば
ん
こ
と
を
願
ふ
こ
と
、
果
し
て
虚
言
爲
ら
ざ
る
所
以
な
る
の
み
。

こ
こ
で
羅
汝
芳
は
「
仁
義
」
と
「
孝
弟
」
を
、
あ
っ
さ
り
「
名
」
と
「
實
」

の
関
係
と
整
理
し
た
う
え
で
、
「
根
源
の
在
る
所
」
と
し
て
の
「
孝
弟
」
に
目

を
向
け
よ
、
と
力
説
す
る
。
伝
統
的
な
教
学
に
照
ら
す
と
、
ず
い
ぶ
ん
と
思
い

切
っ
た
発
言
で
あ
る
。
羅
汝
芳
の
『
論
語
』
当
該
章
に
つ
い
て
の
訓
み
は
必
ず

し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
彼
は
門
人
か
ら
当
該
章
の
仁
と
孝
に
つ
い
て
問
わ
れ

て
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

問
、
孝
弟
也
者
、
其
爲
仁
之
本
與
。
仁
與
孝
又
何
分
別
。
羅
子
曰
、
亦
無

分
別
。
孔
子
云
、
仁
者
人
也
。
蓋
仁
是
天
地
生
生
的
大
德
、
而
吾
人
從
父

母
一
體
而
分
、
亦
只
是
一
團
生
意
。
故
曰
、
形
色
、
天
性
也
。
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（
『
近
溪
子
集
』
巻
礼
（
一
）
）

問
ふ
、
孝
弟
な
る
者
は
、
其
れ
仁
の
本
爲
る
か
、
は
、
仁
と
孝
と

又
た

何
の
分
別
か
あ
ら
ん
、
と
。
羅
子
曰
く
、
亦
た
分
別
無
し
。
孔
子
云
ふ
、

仁
と
は
人
な
り
、
と
。
蓋
し
仁
は
是
れ
天
地
生
生
の
大
德
に
し
て
、
吾
人

は
父
母
の
一
體
よ
り
し
て
分
か
る
る
も
、
亦
た
只
だ
是
れ
一
團
の
生
意
な

る
の
み
。
故
に
曰
く
、
形
色
は
、
天
性
な
り
、
と
。

羅
汝
芳
に
と
っ
て
仁
と
孝
と
は
畢
竟
同
じ
で
あ
っ
て
、「
天
地
生
生
の
大
德
」

「
一
團
の
生
意
」
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
門
人
で
あ
る
楊
起

元
も
、自

善
事
天
而
言
謂
之
仁
人
、
自
善
事
親
而
言
謂
之
孝
子
。
然
則
仁
也
孝
也
、

一
也
。
孝
、
豈
特
爲
仁
之
本
而
已
哉
。
是
故
見
親
而
後
孝
則
其
孝
匱
也
。

見
長
而
後
弟
則
其
弟
窮
也
。
惟
其
學
不
足
以
知
天
、
而
孝
弟
滞
於
迹
也
。

（
楊
起
元
『
証
学
編
』
論
策
「
孝
弟
策
」
）

（
二
七
）

善
く
天
に
事
ふ
る
よ
り
し
て
言
へ
ば
之
を
仁
人
と
謂
ひ
、
善
く
親
に
事
ふ

る
よ
り
し
て
言
へ
ば
之
を
孝
子
と
謂
ふ
。
然
ら
ば
則
ち
仁
や
、
孝
や
、
一

、
、

、
、

、

な
り
。
孝
は
、
豈
に
特
だ
に
仁
の
本
爲
る
の
み
な
ら
ん
や
。
是
の
故
に
親

、
、

に
見
へ
て
而
る
後
に
孝
な
れ
ば
則
ち
其
の
孝
匱
し
き
な
り
。
長
に
見
へ
て

而
る
後
に
弟
な
れ
ば
則
ち
其
の
弟
窮
す
る
な
り
。
惟
だ
其
れ
學
び
て
以
て

天
を
知
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
孝
弟

迹
に
滞
る
な
り
。

と
述
べ
、
仁
と
孝
と
を
基
本
的
に
同
質
と
捉
え
る
。
こ
う
な
る
と
、
そ
も
そ

も
仁
と
孝
と
は
同
じ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
仁
を
爲
ふ
の
本
か
」
と
「
仁
の
本

爲
る
か
」
と
の
別
は
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な
く
な
る
。
羅
汝
芳
ら
が
『
論
語
』

当
該
章
に
つ
い
て
特
に
訓
釈
を
下
し
て
い
な
い
原
因
は
そ
こ
に
あ
る
で
あ
ろ

う
。次

に
挙
げ
る
の
は
さ
ら
に
時
代
が
降
っ
た
晩
明
の
沈
守
正
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
頃
に
な
る
と
、
羅
汝
芳
の
開
拓
し
た
方
向
性
を
当
該
章
の
訓
釈
に
反
映
さ

せ
る
努
力
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
意
欲
人
認
仁
於
孝
弟
。
從
來
首
節
看
無
着
落
、
所
以
上
下
二
節
意
思
、

説
不
融
貫
。
看
來
爲
人
孝
弟
節
、
正
暗
説
孝
弟
爲
仁
之
本
。
不
好
犯
上
作

亂
處
便
是
仁
。
不
好
犯
上
便
見
長
上
能
敬
、
不
好
作
亂
便
處
人
接
物
都
得

其
理
。
任
是
乾
父
坤
母
、
民
胞
物
與
、
都
是
此
心
。
豈
不
是
仁
。
然
都
由

爲
人
孝
弟
來
。
豈
不
是
仁
之
本
。
…
羅
近
溪
云
、
人
當
一
念
感
動
時
、
思

及
父
母
、
此
心
自
覺
疼
痛
、
此
心
上
疼
痛
的
人
便
會
滿
腔
惻
隱
、
遇
物
必

肯
方
便
、
更
無
殘
忍
刻
薄
之
私
、
孝
弟
豈
不
是
爲
仁
之
本
。

（
沈
守
正
『
四
書
説
叢
』
巻
五
）

（
二
八
）

大
意
は

人
に
仁
を
孝
弟
に
認
め
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
從
來

首
節

看
て
着
落
無
し
、
所
以
に
上
下
二
節
の
意
思
、
説
き
て
融
貫
せ
ず
。
看
來

る
に
、
人
と
爲
り
や
孝
弟
の
節
は
、
正
に
暗
に
孝
弟
は
仁
の
本
爲
る
を
説

く
。
上
を
犯
し

亂
を
作
す
こ
と
を
好
ま
ざ
る
處
が
便
ち
是
れ
仁
な
り
。

上
を
犯
す
こ
と
を
好
ま
ざ
れ
ば
便
ち
長
上
を
見
て
能
く
敬
し
、
亂
を
作
す

こ
と
を
好
ま
ざ
れ
ば
便
ち
人
に
處
し
物
に
接
す
る
こ
と
都
て
其
の
理
を

得
。
任
是
ひ
乾
父
坤
母
、
民
胞
物
與
な
る
も
、
都
て
是
れ
此
の
心
な
り
。

た

と

豈
に
是
れ
仁
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
然
れ
ど
も
都
て
人
と
爲
り
や
孝
弟
由
り
來

た
る
。
豈
に
是
れ
仁
の
本
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
…
羅
近
溪
云
ふ
、
人

一
念

感
動
す
る
時
に
當
り
て
、
思
ひ
父
母
に
及
べ
ば
、
此
の
心
自
ら
疼
痛
を
覺

ゆ
。
此
の
心
上
に
疼
痛
す
る
の
人
は
便
ち
滿
腔
惻
隱
な
る
べ
し
、
物
に
遇

へ
ば
必
ず
方
便
す
る
を
肯
ん
じ
、
更
に
殘
忍
刻
薄
の
私
無
し
。
孝
弟
豈
に

手
助
け

是
れ
仁
の
本
爲
ら
ざ
ら
ん
や
。

沈
守
正
は
『
論
語
大
全
』
に
従
い
、
『
論
語
』
当
該
章
を
二
節
に
分
け
、
前

節
を
「
有
子
曰
、
其
爲
人
也
孝
弟
、
而
好
犯
上
者
、
鮮
矣
。
不
好
犯
上
、
而
好
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作
亂
者
、
未
之
有
也
」
、
後
節
を
「
君
子
務
本
。
本
立
而
道
生
。
孝
弟
也
者
、

其
爲
仁
之
本
與
」
と
す
る
が
、
従
来
の
当
該
章
を
め
ぐ
る
論
争
に
お
い
て
、
議

論
の
重
心
が
後
節
の
解
釈
に
偏
重
し
、
前
節
の
位
置
づ
け
が
曖
昧
の
ま
ま
残
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
、
前
節
を
後
節
に
緊
密
に
関
連
づ
け
る
こ
と
で
経
文
全

体
を
統
一
的
に
解
釈
す
る
視
点
を
打
ち
出
す
。
つ
ま
り
、
前
節
の
「
其
の
人
と

爲
り
や
孝
弟
」
を
後
節
の
「
本
」
「
孝
弟
」
に
、
前
節
の
「
上
を
犯
す
こ
と
を

好
ま
ず
」
「
亂
を
作
す
こ
と
を
好
ま
ず
」
を
後
節
の
「
仁
」
に
結
び
つ
け
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
経
文
全
体
を
「
孝
弟
な
る
者
は
仁
の
本
爲
る
か
」
の
一
句
に

収
斂
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
孝
弟
」
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
さ
ら
に
強
化
す
る

效
果
を
生
み
出
す
。
そ
も
そ
も
冒
頭
に
論
断
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
章
の
「
大
意

は

人
に
仁
を
孝
弟
に
認
め
し
め
ん
と
欲
す
る
」
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

、
、
、

い
た
っ
て
孝
弟
の
重
要
性
は
最
大
限
拡
張
さ
れ
、
仁
を
も
呑
み
込
む
勢
い
で
あ

る
。か

か
る
動
き
は
明
清
鼎
革
を
経
た
清
代
初
期
に
お
い
て
も
相
変
わ
ら
ず
継
続

さ
れ
、
例
え
ば
寇
慎
も
、
当
該
章
を
ず
ば
り
「
有
子
は
是
れ
專
ら
孝
弟
を
言
ひ

て
、
仁
を
論
ず
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
通
章

只
だ
孝
弟
の
二
字

之
を
盡
く

す
。
」
（
寇
慎
『
晩
照
山
居
参
定
四
書
酌
言
論
語
』
巻
上
）
と
釈
し
て
い
る
。

（
二
九
）

孝
弟
の
奔
流
は
つ
い
に
本
性
と
し
て
の
仁
（
論
性
の
仁
）
を
完
全
に
そ
の
な
か

に
包
摂
し
、
自
ら
の
う
ち
に
溶
解
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

か
か
る
解
釈
の
仕
方
は
ほ
ぼ
同
世
代
の
陳
確
と
黄
宗
羲
に
も
顕
著
で
あ
る
。

両
者
は
と
も
に
前
節
に
て
検
討
し
た
劉
宗
周
の
門
人
で
あ
る
。
劉
氏
は
前
述
の

よ
う
に
『
論
語
学
案
』
当
該
章
講
釈
に
お
い
て
「
孝
弟
に
も
又
た
本
有
り
」
と

述
べ
、
孝
弟
の
根
本
に
「
良
知
」
「
良
能
」
を
設
定
す
る
王
守
仁
式
の
解
釈
を

採
る
が
、
そ
の
門
人
た
ち
は
「
師
説
」
を
継
承
し
な
い
。
陳
確
の
解
釈
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

凡
聖
賢
之
書
、
雖
分
章
截
句
、
而
意
自
相
發
明
。
所
謂
時
習
之
學
、
決
自

學
爲
人
子
、
學
爲
人
弟
始
矣
。
君
子
雖
无
所
不
學
、
要
必
以
孝
弟
忠
信
爲

本
、
觀
下
數
章
可
見
。…

程
子
曰
、
論
性
則
以
仁
爲
孝
弟
之
本
、
而
謂

仁
是
性
、
孝
弟
是
用
、
性
中
止
有
仁
義
禮
智
、
何
嘗
有
孝
弟
、
甚
誤
。
孝

弟
而
非
性
、
將
悖
逆
反
是
性
乎
。
孩
提
知
愛
、
少
長
知
敬
、
不
學
慮
之
知

能
反
不
是
性
、
更
指
何
者
爲
性
。
此
等
皆
是
程
子
言
性
大
錯
處
也
。
孟
子

曰
、
仁
之
實
、
事
親
是
也
。
義
之
實
、
從
兄
是
也
、
分
明
是
孝
弟
爲
仁
義

禮
智
之
本
矣
。

（
『
陳
確
集
』
別
集
巻
一
二
「
学
而
第
一
疏
略
」
）

（
三
〇
）

凡
そ
聖
賢
の
書
、
章
を
分
ち
句
を
截
つ
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
意
自
ら
相
發

明
す
。
所
謂
時
習
の
學
は
、
決
ず
人
の
子
と
爲
る
を
學
び
、
人
の
弟
と
爲

か
な
ら

る
を
學
ぶ
よ
り
始
む
。
君
子

學
ば
ざ
る
所
无
し
と
雖
も
、
要
す
る
に
必

ず
孝
弟
忠
信
を
以
て
本
と
爲
す
こ
と
、
下
の
數
章
を
觀
れ
ば
見
る
べ
し
。…

程
子
、
性
を
論
ず
れ
ば
則
ち
仁
を
以
て
孝
弟
の
本
と
爲
す
と
曰
ひ
て
、
仁

は
是
れ
性
な
り
、
孝
弟
は
是
れ
用
な
り
、
性
中

止
だ
仁
義
禮
智
有
る
の

み
、
何
ぞ
嘗
て
孝
弟
有
ら
ん
と
謂
ふ
は
、
甚
だ
誤
れ
り
。
孝
弟
に
し
て
性

に
非
ざ
れ
ば
、
將
た
悖
逆
し
て
是
の
性
に
反
る
や
。
孩
提
に
し
て
愛
す
る

は

を
知
り
、
少
し
く
長
じ
て
敬
ふ
を
知
る
、
學
慮
せ
ざ
る
の
知
能

反
つ
て

是
れ
性
な
ら
ざ
れ
ば
、
更
に
何
者
を
指
し
て
か
性
と
爲
さ
ん
。
此
れ
等
皆

な
是
れ
程
子

性
を
言
ふ
大
錯
の
處
な
り
。
孟
子
、
仁
の
實
は
親
に
事
ふ

る
、
是
れ
な
り
。
義
の
實
は
兄
に
從
ふ
、
是
れ
な
り
、
と
曰
ふ
は
、
分
明

に
是
れ
孝
弟
を
仁
義
禮
智
の
本
と
爲
せ
り
。

陳
確
が
「
仁
の
本
爲
る
か
」
と
訓
む
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
陳
氏
は
形
而

上
的
な
本
体
や
「
天
之
性
」
を
「
禪
宗
」
と
断
じ
、
い
っ
さ
い
認
め
な
い
立
場

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
担
保
す
る
目
的
で
設
定
さ
れ
た
三
重
構
造
図
式
を
認

め
ず
、
「
仁
を
爲
ふ
の
本
か
」
と
訓
ま
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
師
と
の
差
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異
は
顕
著
で
あ
る
。

（
三
一
）

次
に
挙
げ
る
の
が
黄
宗
羲
の
理
解
で
あ
る
。
『
孟
子
』
離
婁
上
「
孟
子
曰
、

仁
之
實
、
事
親
是
也
。
義
之
實
、
從
兄
是
也
」
の
講
釈
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か

に
『
論
語
』
当
該
章
の
解
釈
が
窺
え
る
記
述
が
あ
る
。

此
一
段
不
可
解
之
情
、
與
生
俱
來
。
此
之
謂
實
、
於
是
而
始
有
仁
義
之
名
。

…
先
儒
多
以
性
中
曷
嘗
有
孝
弟
來
、
於
是
先
有
仁
義
而
後
有
孝
弟
。
故
孝

弟
爲
爲
仁
之
本
。
無
乃
先
名
而
後
實
歟
。
即
如
陽
明
言
、
以
此
純
乎
天
理

之
心
、
發
之
事
父
便
是
孝
、
發
之
事
君
便
是
忠
、
只
在
此
心
去
人
欲
、
存

天
理
上
用
功
便
是
、
亦
與
孟
子
之
言
不
相
似
。
蓋
赤
子
之
心
、
見
父
自
然

知
愛
、
見
兄
自
然
知
敬
。
此
是
天
理
源
頭
、
何
消
去
存
天
理
而
後
發
之
爲

事
父
乎
。
如
王
心
齋
見
父
赴
役
、
天
寒
起
盥
冷
水
、
見
之
痛
哭
曰
、
爲
人

子
而
令
親
如
此
、
尚
得
爲
人
乎
。
於
是
有
事
則
身
代
之
。
此
痛
哭
一
念
、

不
是
工
夫
所
到
。
當
此
處
而
求
之
、
則
天
理
不
可
勝
用
矣
。
先
儒
往
往
倒

説
了
、
理
氣
所
以
爲
二
也
。

（
黄
宗
羲
『
孟
子
師
説
』
巻
四
）

（
三
二
）

此
の
一
段
の
解
く
べ
か
ら
ざ
る
の
情
は
、
生
ま
る
る
と
俱
に
來
た
る
。
此

を
之
れ
實
と
謂
ひ
、
是
に
於
い
て
始
め
て
仁
義
の
名
有
り
。
…
先
儒
多
く

以
へ
ら
く
、
性
中
に
曷
ぞ
嘗
て
孝
弟
有
ら
ん
や
、
と
。
是
に
於
い
て
先
に

お
も仁

義
有
り
て
而
る
後
に
孝
弟
有
り
。
故
に
孝
弟
を
仁
を
爲
ふ
の
本
と
爲
す
。

乃
ち
名
を
先
に
し
て
實
を
後
に
す
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
。
即
如
へ
ば
陽
明
、

た

と

此
の
天
理
に
純
ら
な
る
の
心
を
以
て
、
之
を
父
に
事
ふ
る
に
發
す
れ
ば
便

ち
是
れ
孝
、
之
を
君
に
事
ふ
る
に
發
す
れ
ば
便
ち
是
れ
忠
な
り
、
只
だ
此

の
心
の
人
欲
を
去
り
、
天
理
を
存
す
る
上
に
在
り
て
功
を
用
ふ
れ
ば
便
ち

是
な
り
、
と
言
ふ
も
、
亦
た
孟
子
の
言
と
相
似
ず
。
蓋
し
赤
子
の
心
は
、

父
を
見
れ
ば
自
然
に
愛
す
る
を
知
り
、
兄
を
見
れ
ば
自
然
に
敬
す
る
を
知

る
。
此
れ
は
是
れ
天
理
の
源
頭
な
り
。
何
ぞ
去
き
て
天
理
を
存
し
て
而
る

後
に
之
を
父
に
事
ふ
る
に
發
す
る
を
爲
す
を
消
ゐ
ん
や
。
如
へ
ば

王
心

も
ち

齋

父
の
役
に
赴
く
に
、
天
寒
き
に
起
き
て
冷
水
に
盥
ふ
を
見
て
、
之
を

あ
ら

見
て
痛
哭
し
て
曰
く
、
人
の
子
と
爲
り
て
親
を
し
て
此
の
如
く
せ
し
む
る

は
、
尚
ほ
人
爲
る
を
得
ん
や
、
と
。
是
に
於
い
て
事
有
ら
ば
則
ち
身
ず
か

ら
之
に
代
る
。
此
の
痛
哭
の
一
念
は
、
是
れ
工
夫
の
到
る
所
な
ら
ず
。
此

の
處
に
當
り
て
之
を
求
む
れ
ば
、
則
ち
天
理

勝
げ
て
用
ふ
る
べ
か
ら
ず
。

先
儒

往
往
に
し
て
倒
に
説
き
了
は
る
は
、
理
氣
の
二
と
爲
る
所
以
な
り
。

さ
か
し
ま

こ
こ
で
は
朱
子
学
や
王
守
仁
―
劉
宗
周
式
の
解
釈
に
対
す
る
違
和
感
が
遺
憾

な
く
披
瀝
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
王
道
以
来
の
論
法
を
襲
用
し
、
『
孟
子
』
「
仁

之
實
、
事
親
是
也
」
に
依
拠
し
て
、
「
實
」
た
る
「
孝
弟
」
を
二
の
次
に
し
、

「
名
」
に
過
ぎ
な
い
「
仁
義
」
を
特
権
化
す
る
朱
子
学
の
三
重
構
造
が
批
判
さ

れ
、
返
す
刀
で
王
守
仁
の
そ
れ
も
「
孟
子
の
言
と
相
似
ず
」
と
否
定
し
去
ら
れ

て
い
る
。
天
理
は
「
孝
弟
」
の
情
の
奥
一
層
に
鎮
座
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む

（
三
三
）

し
ろ
、
か
か
る
「
解
く
べ
か
ら
ざ
る
の
情
」
「
赤
子
の
心
」
「
痛
哭
の
一
念
」

こ
そ
が
「
天
理
の
源
頭
」
な
の
で
あ
る
。

結
語

王
守
仁
は
良
知
説
を
教
授
す
る
に
あ
た
っ
て
孝
弟
の
喩
え
を
頻
用
し
た
が
、

一
方
で
そ
れ
を
学
問
の
路
程
と
し
て
固
定
化
す
る
こ
と
を
警
戒
し
て
も
い
た
。

か
か
る
意
識
か
ら
、
『
論
語
』
当
該
章
に
つ
い
て
「
孝
弟
な
る
者
は
仁
を
爲
ふ

の
本
か
」
と
い
う
訓
み
を
採
択
し
、
以
降
、
陽
明
学
を
承
け
る
も
の
の
多
く
が

同
様
に
訓
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
早
く
も
王
守
仁
か
ら
一
世
代
を
経
た
頃
か
ら
次

第
に
「
孝
弟
な
る
者
は
仁
の
本
爲
る
か
」
を
採
る
者
が
出
現
、
そ
の
方
向
は
羅
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報告 三

汝
芳
に
至
っ
て
強
く
推
進
さ
れ
、
さ
ら
に
仁
と
孝
と
の
同
質
性
が
語
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
清
初
に
入
る
と
黄
宗
羲
の
よ
う
に
孝
弟
の
「
情
」
に
こ
そ
「
天

理
の
源
頭
」
が
あ
る
、
と
主
張
す
る
者
が
出
て
き
た
。
明
代
中
期
か
ら
清
初
に

至
る
、
陽
明
学
系
統
の
士
人
に
よ
る
『
論
語
』
当
該
章
の
解
釈
史
は
、
そ
の
ま

ま
仁
が
本
体
や
本
性
と
し
て
の
特
権
性
を
剥
奪
さ
れ
、
「
情
」
に
還
元
さ
れ
て

い
く
過
程
で
も
あ
る
。

か
か
る
現
象
が
生
起
す
る
背
景
に
は
、
明
清
期
に
勃
興
し
た
「
情
」「
情
欲
」

の
肯
定
や
古
注
の
復
権
な
ど
様
々
な
要
素
が
考
え
ら
れ
る
が
、
有
力
な
仮
説
と

し
て
、
同
時
期
に
展
開
し
た
と
さ
れ
る
「
本
来
聖
人
」
説
の
後
退
を
、
ひ
と
ま

ず
そ
の
直
接
的
な
原
因
と
し
て
考
え
た
い
。
こ
れ
は
、
宋
明
理
学
を
通
じ
て
支

配
的
で
あ
っ
た
、
万
人
に
は
本
来
的
に
完
全
な
る
本
体
や
本
性
が
具
わ
っ
て
い

る
と
す
る
見
方
が
、
明
末
清
初
期
に
は
衰
退
し
た
と
す
る
説
で
あ
る
。
本
体
が

(

三
四)

語
ら
れ
な
く
な
る
と
、
当
然
、
仁
を
二
度
も
用
い
る
よ
う
な
不
自
然
な
三
重
構

造
図
式
は
不
要
と
な
り
廃
棄
さ
れ
る
。
そ
れ
に
替
わ
っ
て
採
用
さ
れ
る
の
が
「
仁

の
本
爲
る
か
」
と
い
う
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
な
解
釈
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
情
」
の

重
視
な
ど
明
末
期
に
生
起
し
た
様
々
な
思
想
現
象
と
相
俟
っ
て
、
な
お
の
こ
と

採
用
す
る
思
想
家
が
増
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
論
語
』
当
該
章
に
は
本
体
と
情
の
問
題
が
集
約
的
に
示

さ
れ
て
お
り
、
地
域
間
、
学
派
間
の
偏
差
も
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
今
後
も
研
究

を
深
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
か
か
る
研
究
を
補
強
す
る
意
味
で
も
、
各
思
想

家
で
当
該
章
解
釈
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
孝
の
重
要
性
を
め
ぐ
る
議
論

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

《

注

》

（
一
）
『
河
南
程
氏
遺
書
』
（
王
孝
魚
点
校
『
二
程
集
』
中
華
書
局
、
一
九
八
一
）
巻
一

八
・
第
三
条
「
蓋
仁
是
性
（
一
作
本
。
）
也
。
孝
弟
是
用
也
」
、
『
朱
子
語
類
』
（
王

星
賢
点
校
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
）
巻
二
〇
・
第
一
一
七
条
「
仁
是
性
、
孝
弟

是
用
。
用
便
是
情
、
情
是
發
出
來
底
」
。

（
二
）
朱
漢
民
整
理
・
張
豈
之
審
定
『
論
語
注
疏
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）

を
用
い
る
。

（
三
）
当
該
章
朱
熹
注
「
爲
仁
、
猶
曰
行
仁
」
に
つ
い
て
、
清
・
潘
衍
桐
『
論
語
集
注

訓
詁
考
』
（
世
界
書
局
、
一
九
六
一
）
巻
上
、
及
び
大
槻
信
良
『
四
書
集
注
章
句
典

拠
考
』（
一
九
五
四
）
は
『
礼
記
』
檀
弓
篇
上
「
不
仁
而
不
可
爲
也
」
鄭
玄
注
「
爲
、

猶
行
也
」
に
基
づ
く
と
す
る
が
適
切
で
な
く
、
程
頤
に
基
づ
く
と
す
る
べ
き
で
あ

る
。
角
田
達
朗
「
朱
熹
『
論
語
集
注
』
学
而
篇
の
成
立
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」『
愛

知
淑
徳
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
三
五
（
一
九
九
六
）
参
照
。

（
四
）
松
川
健
二
『
宋
明
の
論
語
』
「
七

孝
悌
と
仁
」
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
）
。

（
五
）
『
論
語
集
注
』
当
該
章
所
引
の
程
氏
語
「
程
子
曰
、
孝
弟
、
順
德
也
。
故
不
好
犯

上
。
豈
復
有
逆
理
亂
常
之
事
。
德
有
本
。
本
立
則
其
道
充
大
。
孝
弟
行
於
家
、
而

後
仁
愛
及
於
物
。
所
謂
親
親
而
仁
民
也
。
故
爲
仁
以
孝
弟
爲
本
、
論
性
則
以
仁
爲

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

孝
弟
之
本
」
。
ま
た
『
朱
子
語
類
』
巻
二
〇
・
第
五
九
～
一
三
一
条
の
当
該
章
を
め

、
、
、
、

ぐ
る
問
答
を
参
照
。
な
お
、
『
朱
子
語
類
』
当
該
部
分
は
宋
明
研
究
会
に
よ
る
訳
注

が
『
汲
古
』
誌
上
で
連
載
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
も
裨
益
を
受
け
た
。
第
五
九
条
か

ら
第
七
九
条
は
第
二
七
号
（
一
九
九
五
年
六
月
）
、
第
八
〇
条
以
降
は
第
六
九
号
（
二

〇
一
六
年
六
月
）
以
降
に
順
次
掲
載
。

（
六
）
世
界
書
局
、
一
九
六
一
、
を
用
い
る
。

（
七
）
胡
広
等
纂
集
『
四
書
大
全
』
（
孔
子
文
化
大
全
、
山
東
友
誼
書
社
、
一
九
八
九
）

を
用
い
る
。

（
八
）
『
四
書
大
全
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
佐
野
公
治
『
四
書
學
史
の
研
究
』
（
創
文
社
、

一
九
八
八
）
第
四
章
参
照
。
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明代における『論語』学而篇「孝弟也者、其爲仁之本與」章解釈――陽明学者を中心として――

（
九
）
該
語
の
前
半
部
は
朱
熹
『
晦
菴
先
生
文
集
』
巻
三
九
「
答
范
伯
崇
」
に
程
頤
の

語
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
「
事
之
本
～
是
也
」
と
「
天
下
之
～
是
也
」
と

は
朱
熹
自
身
に
よ
る
割
注
。
該
語
の
後
半
部
「
爲
仁
以
孝
弟
爲
本
仁
字
」
以
降
は

『
朱
子
語
類
』
巻
二
〇
・
第
一
一
八
条
の
質
問
者
の
科
白
。

（
一
〇

）
溝
口
雄
三
『
中
国
前
近
代
思
想
の
屈
折
と
展
開
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

〇
）
、
山
井
湧
『
明
清
思
想
史
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
）
を
そ

れ
ぞ
れ
参
照
。
こ
う
し
た
傾
向
は
戯
曲
や
小
説
な
ど
の
文
学
作
品
に
も
顕
著
で
あ

り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
合
山
究
『
明
清
時
代
の
女
性
と
文
学
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇

〇
六
）
第
一
篇
第
一
章
「
情
」
の
思
想
―
明
清
文
人
の
世
界
観
、
な
ど
参
照
。

（
一
一

）
『
伝
習
録
』
は
、
『
王
陽
明
全
集
』
（
新
編
本
）
（
浙
江
出
版
聯
合
集
団
・
浙
江
古

籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
所
収
本
を
用
い
る
。

（
一
二

）
王
守
仁
に
お
け
る
孝
の
位
置
づ
け
は
、
楠
本
正
継
『
宋
明
時
代
儒
学
思
想
の
研

究
』
（
広
池
学
園
出
版
部
、
一
九
六
四
）
第
二
編
第
四
章
、
岡
田
武
彦
『
王
陽
明
と

明
末
の
儒
学
』
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
〇
）
第
二
章
第
二
節
、
小
林
和
彦
「
朱

子
か
ら
陽
明
へ
―
「
孝
」
と
「
中
庸
」
解
釈
を
通
し
て
の
一
考
察
」
（
『
竹
内
照
夫

博
士
古
稀
記
念

中
国
学
論
文
集
』
竹
内
照
夫
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
、

一
九
八
一
、
所
収
）
、
岸
本
美
緒
『
明
清
交
替
と
江
南
社
会
―

世
紀
中
国
の
秩
序

17

問
題
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
）
第
三
章
、
な
ど
参
照
。

（
一
三

）
呉
震
編
校
整
理
『
王
畿
集
』
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）
を
用
い
る
。

（
一
四

）
『
刻
毅
齋
査
先
生
闡
道
集
』
万
暦
三
十
七
年
序
本
、
を
用
い
る
。

（
一
五

）
査
鐸
に
お
け
る
良
知
と
孝
弟
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
他
に
『
刻
毅
齋
査
先
生

闡
道
集
』
巻
二
・
書
箚
「
與
張
陽
和
修
撰
書
」
も
参
照
。
こ
れ
ら
の
資
料
で
査
鐸

は
幾
度
も
『
論
語
』
当
該
章
解
釈
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
必
要
の
あ
っ
た
こ
と

は
、
裏
を
返
せ
ば
、
王
守
仁
と
異
な
る
見
方
が
こ
の
時
期
に
出
現
し
始
め
た
こ
と

を
暗
示
す
る
の
で
は
な
い
か
。

（
一
六

）
『
劉
宗
周
全
集
』
（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）
を
用
い
る
。

（
一
七

）
劉
宗
周
の
思
想
は
三
度
の
展
開
を
経
て
お
り
、
『
論
語
学
案
』
は
そ
の
思
想
基
盤

が
確
立
さ
れ
る
以
前
の
前
期
思
想
を
反
映
す
る
が
、
実
は
本
稿
所
引
「
卷
一
」
の

み
は
、
「
慎
独
」
説
が
確
立
さ
れ
て
以
降
の
四
九
歳
の
時
に
も
の
さ
れ
て
い
る
。
詳

し
く
は
蔣
秋
華
「
劉
宗
周
《
論
語
学
案
》
研
探
」
（
鍾
彩
鈞
主
編
『
劉
蕺
山
学
術
思

想
論
集
』
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
籌
備
処
、
一
九
九
八
、
所
収
）
、
を
参
照
。

（
一
八

）
王
道
に
つ
い
て
は
水
野
実
「
王
順
渠
の
「
大
学
億
」
に
つ
い
て
」
『
フ
ィ
ロ
ソ
フ

ィ
ア
』
六
七
（
一
九
七
九
）
、
同
氏
「
王
順
渠
の
工
夫
説
」
『
中
国
古
典
研
究
』
二

五
（
一
九
八
〇
）
、
に
啓
発
を
受
け
た
。

（
一
九

）
『
順
渠
先
生
文
録
』
昭
和
七
年
東
京
育
徳
財
団
景
印
本
を
用
い
る
。

（
二
〇

）
『
孟
子
』
当
該
語
は
、
「
仁
の
本
爲
る
か
」
と
い
う
訓
み
を
主
張
す
る
学
者
ら
に

よ
っ
て
、
三
重
構
造
図
式
を
切
り
崩
す
利
器
と
し
て
頻
繁
に
引
証
さ
れ
る
。
後
引

の
諸
資
料
を
参
照
。
な
お
、
朱
熹
は
か
か
る
批
判
を
見
越
し
た
か
の
よ
う
に
、
当

該
語
に
「
仁
主
於
愛
、
而
愛
莫
切
於
事
親
。
…
蓋
良
心
之
發
、
最
爲
切
近
而
精
實

者
。
有
子
以
孝
弟
爲
爲
仁
之
本
、
其
意
亦
猶
此
也
。
」
（
『
孟
子
集
注
』
巻
七
・
離
婁

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

上
）
と
注
し
、「
實
」
を
「
切
」
「
切
近
而
精
實
」
の
意
と
し
、
要
す
る
に
「
仁
（
本

性
）
の
発
動
の
最
も
切
実
な
る
も
の
が
親
に
仕
え
る
こ
と
で
あ
る
」
と
解
釈
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
『
論
語
』
当
該
章
の
図
式
と
の
整
合
化
を
図
っ
て
い
る
。

（
二
一

）
王
道
の
当
該
章
解
釈
が
窺
え
る
も
の
と
し
て
、
他
に
『
順
渠
先
生
文
録
』
巻
五

「
餘
冬
録
」
に
「
論
語
孔
聖
教
人
之
微
言
篇
首
、
以
學
而
時
習
爲
言
而
即
繼
之
以

孝
弟
爲
仁
之
本
之
訓
、
則
聖
人
之
所
謂
學
者
孝
弟
而
已
。
慈
湖
此
訓
深
發
聖
人
之

奥
。
惜
乎
、
未
及
擧
此
以
爲
證
耳
」
と
あ
る
。

（
二
二

）
徐
儒
宗
編
校
整
理
『
羅
洪
先
集
』
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）
を
用
い
る
。
な

お
、
羅
洪
先
の
思
想
は
三
変
し
た
と
さ
れ
る
。
〔
一
〕
良
知
現
成
説
に
の
め
り
込
ん

だ
時
期
（
三
六
歳
か
ら
）
、〔
二
〕
帰
寂
説
に
服
し
た
時
期
（
四
五
歳
か
ら
）
、〔
三
〕

独
自
の
思
想
を
確
立
し
た
時
期
（
五
一
歳
以
降
）
で
あ
る
。
荒
木
龍
太
郎
「
陽
明

学
に
お
け
る
本
末
格
物
説
の
考
察
―
羅
念
庵
・
胡
廬
山
を
中
心
に
し
て
」
『
活
水
論

文
集
：
現
代
日
本
文
化
学
科
編
』
五
四
（
二
〇
一
一
）
参
照
。
よ
っ
て
資
料
の
執

筆
年
次
が
重
要
で
あ
る
が
、「
孟
子
解
」
に
つ
い
て
は
年
代
を
確
定
で
き
な
か
っ
た
。
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報告 三

（
二
三

）
呉
可
為
編
校
整
理
『
聶
豹
集
』
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）
を
用
い
る
。

（
二
四

）
こ
の
批
注
は
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
子
部
第
九
冊
所
収
、
南
京
市
博
物
館
蔵

明
刻
本
『
双
江
先
生
困
辯
録
』
八
巻
（
『
双
江
聶
先
生
文
集
』
巻
十
四
と
同
一
）
に

付
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
該
本
に
は
羅
洪
先
「
困
辯
録
序
」
が
付
せ
ら
れ
、「
嘉

靖
庚
戌
四
月
乙
巳
」
（
嘉
靖
二
九
年
、
羅
氏
四
六
歳
）
と
執
筆
年
次
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
批
注
が
施
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
ろ
う
か
ら
、
注
（
二
二

）
の
区
分
で

い
う
と
〔
二
〕
の
時
期
に
当
た
る
。

（
二
五

）
羅
汝
芳
に
つ
い
て
は
岡
田
武
彦
『
王
陽
明
と
明
末
の
儒
学
』
（
明
徳
出
版
社
、
一

九
七
〇
）
第
四
章
、
荒
木
見
悟
『
明
代
思
想
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
七
二
）
「
五

羅
近
溪
の
思
想
」
、
本
間
次
彦
「
聖
人
と
赤
子
の
さ
き
わ
う
世
界
へ
―
羅
近
溪
新

論
―
」
『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
四
四
三
（
二
〇
〇
九
）
な
ど
参
照
。

（
二
六

）
方
祖
猷
等
編
校
整
理
『
羅
汝
芳
集
』
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）
を
用
い
る
。

（
二
七

）
謝
群
洋
点
校
『
証
学
編
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
六
）
を
用
い
る
。
な
お
、

加
地
伸
行
『
中
国
思
想
か
ら
み
た
日
本
思
想
史
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
）

第
二
部
第
一
章
第
三
～
四
節
（
の
ち
『
日
本
思
想
史
研
究
―
中
国
思
想
展
開
の
考

究

加
地
伸
行
著
作
集
Ⅱ
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
五
、
所
収
）
、
本
村
昌
文
「
明
末

『
孝
経
』
研
究
グ
ル
ー
プ
と
中
江
藤
樹
」
『
日
本
思
想
史
研
究
』
三
〇
（
一
九
九
八

；
の
ち
『
い
ま
を
生
き
る
江
戸
思
想

―

十
七
世
紀
に
お
け
る
仏
教
批
判
と
死
生

観
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
六
、
所
収
）
、
呂
妙
芬
『
孝
治
天
下
―
孝
経
与
近
世
中

国
的
政
治
与
文
化
』
（
聯
経
出
版
社
、
二
〇
一
一
）
、
劉
増
光
『
晩
明
《
孝
経
》
研

究
』（
上
海
世
紀
出
版
集
団
、
二
〇
一
五
）
と
い
っ
た
研
究
に
よ
る
と
、
明
代
後
期
、

浙
江
を
中
心
と
し
て
、
朱
鴻
、
孫
本
、
虞
淳
煕
ら
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
い
わ
ゆ
る

「
『
孝
経
』
研
究
グ
ル
ー
プ
」
が
存
在
し
、
『
孝
経
』
を
統
治
の
書
と
し
て
、
あ
る

い
は
宗
教
的
実
践
の
書
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
楊
起
元
は
そ
の
う
ち
、
『
孝
経
』
を

神
秘
的
に
捉
え
る
傾
向
の
強
い
虞
淳
煕
と
密
接
な
交
渉
を
持
っ
て
い
た
。
羅
汝
芳

―
楊
起
元
ら
が
語
る
「
孝
」
や
『
孝
経
』
も
、
し
ば
し
ば
宇
宙
論
的
、
神
秘
的
含

意
を
持
た
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
晩
明
『
孝
経
』
学
の
淵
源
の
一
つ
と
し
て
泰

州
学
派
の
「
孝
」
観
は
再
考
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
後
考
を
期
し
た
い
。

（
二
八

）
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
経
部
第
一
六
三
冊
所
収
、
影
印
万
暦
四
十
三
年
刻
本
を

用
い
る
。

（
二
九

）
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
経
部
第
一
六
四
冊
所
収
、
影
印
清
道
光
二
十
三
年
済
峰

活
字
印
本
を
用
い
る
。

（
三
〇

）
『
陳
確
集
』
（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
）
を
用
い
る
。

（
三
一

）
劉
宗
周
と
陳
確
と
の
心
性
論
上
の
差
異
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
修

養
論
上
の
分
岐
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
陳
確
に
お
け
る
「
愼
習
」
説
の
成
立
」
『
東

洋
の
思
想
と
宗
教
』
三
三
（
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
、
二
〇
一
六
）
参
照
。

（
三
二

）
沈
善
洪
主
編
、
呉
光
執
行
主
編
『
黄
宗
羲
全
集
』
（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇

五
）
を
用
い
る
。

（
三
三

）
劉
述
先
「
論
黄
宗
羲
対
孟
子
哲
学
的
理
解
」（
呉
光
主
編
『
黄
宗
羲
与
明
清
思
想
』

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）
は
、
『
孟
子
師
説
』
は
「
師
説
」
に
「
背
離
」
し

た
い
か
な
る
痕
跡
も
見
出
せ
な
い
と
す
る
が
、
こ
と
当
該
章
解
釈
に
お
い
て
は
、

そ
れ
を
「
背
離
」
と
い
え
る
か
は
と
も
か
く
、
両
者
間
に
相
当
の
差
異
を
見
出
さ

ざ
る
を
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
三
四

）
「
本
来
聖
人
か
ら
非
本
来
聖
人
へ
」
と
い
う
構
図
は
、
宋
明
理
学
か
ら
清
代
儒
教

へ
の
転
換
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
馬
淵
昌
也
氏
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
視
点
で
あ

る
。
詳
し
く
は
、
同
氏
「
劉
宗
周
か
ら
陳
確
へ―

―

宋
明
理
学
か
ら
清
代
儒
教
へ

の
転
換
の
一
様
相
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報

第
五
十
三
集
』
日
本
中
国
学
会
、
二
〇

〇
一
）
、
「
明
代
後
期
に
お
け
る
「
気
の
哲
学
」
の
三
類
型
と
陳
確
の
新
思
想
」
（
奥

崎
裕
司
編
著
『
明
清
は
い
か
な
る
時
代
で
あ
っ
た
か
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
、

所
収
）
の
注
（
６
）
を
参
照
。


